
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年１２月１５日              NO,６３３ 

 

高戸谷の地蔵堂跡 

 国道１２０号から旧道に入って 

すぐの小高い所に、二十一夜供養 

塔、百万遍供養塔、お地蔵様など 

の石造物が並んでいます。 

 この場所にはむかし、地蔵堂がありましたが、明治時代に

建て替えについて一族で相談しましたが、修理不能というこ

とで取り壊され、そのままになっているようです。 

金子氏の守護堂として地蔵堂は、長年にわたって祀られて

きたようで、３月１０日は地蔵様の日として念仏があげられ

ていたそうです。 

大洞の赤城神社 

 南郷から青木、砂川、多那を経て昭和村につづく県道沼田

赤城線の大洞トンネルの近くに大洞神社があります。 

 大洞は、昭和２２年（１９４７）のカスリン台風で甚大な

被害を受け、多くの人たちは二本松に入植しました。 

 大洞神社のなかには、赤城神社の石祠が祀られており、万

延元年（１８６０）の「赤城山石灯篭奉加帳」には、砂川の      

忠三郎、新右衛門、仁兵衛の３人が 

「天下泰平 国土安穏 五穀成就 

養蚕倍」を願って、赤城神社に石灯

籠を寄進するため寄付が集められた

ことが書かれているそうです。 
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 利根沼田平和委員会から１２月定例市議会に、「核兵器の禁止条約の署

名・批准」を求める意見書提出を求める請願が提出され、総務文教委員会

に付託されました。 

 請願では、「人類の悲願である核兵器禁止条約を政府が調印・批准をする

よう働きかけることが求められており、それには地方から意見をあげて    

いくことが極めて大切になっています。」と、意見  

書を提出することの大切さが示されています。 

 請願審査は、１２月１７日、午前１０時から開

かれる総務文教常任委員会で審議されます。 

 １２月定例市議会が１０日開会し、会期は２０日までの１１日間と決ま

り、請願の付託、新市建設計画の変更、（仮称）利南運動広場整備事業の

建築と土木工事の請負契約の変更（２件）、（仮称）利南運動広場の名称を

利南運動公園とする沼田市都市公園条例の一部改正、市立幼稚園５園を２

園に統合する沼田市立学校設置条例の一部改正などが提案されました。 

 （仮称）利南運動広場整備の建築と土木工事請負契約の変更は、屋外に

消火栓を設置するための追加工事などや支柱を建てるための掘削機の変

更などによるもので、建築工事の追加費は、１１，２７５，０００円、土

木工事の追加工事費は６，８５３，０００円です。 

 沼田市歴史資料館で、「沼田藩土岐氏と明智光秀」明智

光秀と土岐定政が従兄弟！？特別展が２０２０年２月１

８日までおこなわれています。（一般 入館料２２０円） 

 展示されているものには、明智光秀から土岐定政に贈

ったとされる「血吸銘の槍」、明智光秀と土岐定政の祖父

の確執がうかがえる「土岐頼尚譲状」、鹿角形脇立、采配

などが展示され、２０２０年２月８日には、元県立博物

館次長の小野瀬和男氏の講演が予定されています。 

 利根保健生活協同組合は７日、「口の中はふしぎがいっ

ぱい」と題した岡崎好秀国立モンゴル医科大学歯学部客

員教授による、地域公開講演会を開きました。 

 講演では、徐々に機能が衰えるフレイルを予防するた

めに歯周病を防ぐことや、よく噛んで食べることの大切           

さなどが話され、歯の健 

康が介護予防につながる

ことが話されました。 

オーラルフレイルの簡

単な診断テストや動物の

例などが、多数紹介され

楽しい講演会でした。               


